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！！組⽴・設置の前に必ずこの組⽴説明書をお読みの上、正しく安全にお使いください。

グラジュアリーテーブル(S/M)組⽴説明書
ZC-2LT/ZC-3LT

※お読みになったあとは⼤切に保管し、必要なときにお読みください。

9344 組⽴説明書(両⾯)

9344 組⽴説明書 表

グラジュアリーテ−ブル(S)組⽴⼿順ZC-2LT

グラジュアリーテ−ブル(S)部品詳細ZC-2LT

連結脚の組⽴

①連結脚(短ボルト)側に連結ナットをしっかりと締めてください。
※連結脚・連結ナットの上下向きに注意してください。

ボルト：⻑(上⽅向)

ボルト：短(下⽅向)
連結ナット

1 φ450天板の脚部取り付け
①柔らかい布などの上にダンボールを敷き、φ450天板を下図の様に下向きに置いてください。

※脚先にフェルトシールを貼ってください。

脚(⼩)

ワッシャー

フェルトシール

連結化粧フタ

貫通⽳

②脚(⼩) を下図の様に取り付けします。

2 φ550天板の脚部取り付け
①柔らかい布などの上にダンボールを敷き、φ550天板を下図の様に下向きに置いてください。

※脚先にフェルトシールを貼ってください。
②脚(中)と右図で組⽴てた連結脚を下図の様に取り付けします。

3 天板の連結

このたびは弊社商品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。

・本来の⽤途以外に使⽤しないでください。
・⽕気には近づけないでください。

セラミック⾯は、中性洗剤を薄めたものを使⽤すると落ちやすくなります。

・湿気に弱く⾊がくすみやすいので、油分や⽔分が残らないよう拭き取ってください。
・⿊ずみやくすみが気になった時は、市販の磨き布などで磨くと艶を取り戻すことができます。

変⾊の恐れがありますので、絶対に使⽤しないでください。
※セラミック⾯は、アルコールでの拭き取りができます。

・テーブルの脚が緩んでいないか定期的に点検し、締め直してください。緩んだ状態での使⽤は転倒や破損の原因となり、けがをする恐れがあります。

・直射⽇光のあたる場所や⾼温多湿になる場所での⻑期保管は避けてください。
・セラミックは、焼き物の質感や天然⽯の⾊柄を表現している為、1枚ごとに⾊の濃淡や模様が異なります。
・真鍮は、⾦属の特性上、酸化が⽣じやすく、時間の経過とともに、変⾊が⾒られる場合があります。

・テーブルの組⽴・移動をする時は床⾯を引きずらず、2⼈以上で持ち上げて運んでください。
・テーブルは必ず連結してください。連結を解除した単体での使⽤はできません。

・天板の中⼼耐荷重は約50kgになります。耐荷重を超えると転倒や破損の原因となり、けがをする恐れがあります。
・天板の全周囲耐荷重は約10㎏になります。腰掛けたり乗ったりしないでください。転倒や破損の原因となり、けがをする恐れがあります。

・テーブルの⾓度を変更することができません。【連結前のテーブル配置確認図】と同位置で必ず設置してください。

・⽔滴がついたり濡れた場合は、柔らかい乾いた布で拭き取ってください。
・汚れがついた場合は、柔らかい乾いた布で拭き取ってください。

・アルコール、シンナー、ベンジンなどは絶対に使⽤しないでください。

【真鍮部材について】
・柔らかい布や柔らかいブラシで、ホコリや汚れを落としてください。

注意注意！

・組⽴ての際は広い場所で必ず2⼈以上で⾏ってください。

脚下部が緩んでいる場合は、しっかりと締めてください。

●はじめにパーツが全て揃っていることをお確かめください。※部品は全て使⽤します。

・組⽴説明書に従って組⽴ててください。組⽴て⼿順を間違えると組⽴たないことがあります。
・組⽴てに際しては必ず付属の部品を使⽤してください。付属品以外の部品を使⽤すると、破損の原因となり、けがをする恐れがあります。
・フローリングや畳の上などで組⽴てる場合は、床⾯にキズが付かないよう、柔らかい布などの上にダンボールを敷いてください。

組立てる前に組立てる前に！

・組⽴の際は広い場所で必ず2⼈以上で

・⼯具は使⽤しません。

⾏ってください。

・脚はしっかりと締めてください。

お手入れについてお手入れについて

φ450天板×1

φ550天板×1 ワッシャー×6

脚(⼩)×3
⼨法：φ22×H287 ⼨法：φ22×H387

脚(中)×2

連結脚×1 連結ナット×1

フェルトシール×5

連結化粧フタ×1

連結化粧フタ

1 で組⽴てた天板

2 で組⽴てた天板

1
1
1

2
2①  ・  で組⽴てた天板を上向きにし、右図(※1)の位置に並べます。

②   の貫通⽳に   の連結脚ナット部を差し込みます。
③   の天板下⾯より、ワッシャー・脚(⼩)を取り付けします。
※脚先にフェルトシールを貼ってください。

連結脚

連結ナット

フェルトシール

脚(中)

ワッシャー

貫通⽳

φ550天板

フェルトシール

脚(⼩)

ワッシャー

貫通⽳

ワッシャー上下向き注意
平⾯ 上⽅向

下⽅向丸みがある

φ450天板

1
2

(※1)連結前のテーブル配置確認図
・下図の様にテーブルを置き、連結してください。
・四⾓点線内の脚が正⾯から⾒て直線状に並ぶ様に設置してください。

正⾯ 脚位置厳守！
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1
1
1

1

2
2

脚下部が緩んでいる場合は、しっかりと締めてください。

※この段階では、転倒の恐れがあるので
   の天板をしっかり⽀えて組⽴ててください。

※部品は全て使⽤します。

グラジュアリーテ−ブル(M)部品詳細ZC-3LT
●はじめにパーツが全て揃っていることをお確かめください。

φ450天板×1

φ550天板×1

φ350天板×1

ワッシャー×9

脚(⼩)×3
⼨法：φ22×H287 ⼨法：φ22×H387 ⼨法：φ22×H487

脚(中)×2 脚(⼤)×2

連結脚×2 連結ナット×2

フェルトシール×7

連結化粧フタ×1

ボルト：⻑(上⽅向)

ボルト：短(下⽅向)
連結ナット

ボルト：⻑(上⽅向)

ボルト：短(下⽅向)
連結ナット

3 φ350天板の脚部取り付け
①柔らかい布などの上にダンボールを敷き、φ350天板を下図の様に下向きに置いてください。

※脚先にフェルトシールを貼ってください。

フェルトシール

脚(⼤)

ワッシャー

脚(⼩)

ワッシャー

フェルトシール

脚(中)
ワッシャー

フェルトシール

連結脚

連結ナット

連結脚

連結ナット

連結化粧フタ

貫通⽳

フェルトシール

脚(中)

ワッシャー

貫通⽳

貫通⽳
で組⽴てた天板

2

2

2

で組⽴てた天板

3

3

で組⽴てた天板

貫通⽳

φ350天板

②脚(⼤)と右図で組⽴てた連結脚を下図の様に取り付けします。

4 天板の連結
①  ・  で組⽴てた天板を上向きにし、右図(※1)の位置に並べます。
②   の貫通⽳に   の連結脚ナット部を差し込みます。
③   の天板下⾯より、ワッシャー・脚(⼩)を取り付けします。
※脚先にフェルトシールを貼ってください。

5 天板の連結
①   で組⽴てた天板を上向きにし、右図(※2)の位置に並べます。

※脚先にフェルトシールを貼ってください。

連結脚の組⽴図

①連結脚(短ボルト)側に連結ナットをしっかりと締めてください。
※連結脚・連結ナットの上下向きに注意してください。

グラジュアリーテ−ブル(M)組⽴⼿順ZC-3LT

連結脚の組⽴図

①連結脚(短ボルト)側に連結ナットをしっかりと締めてください。
※連結脚・連結ナットの上下向きに注意してください。

1 φ450天板の脚部取り付け
①柔らかい布などの上にダンボールを敷き、φ450天板を下図の様に下向きに置いてください。

※脚先にフェルトシールを貼ってください。

フェルトシール

脚(⼩)

ワッシャー

貫通⽳

φ550天板

φ450天板

ワッシャー上下向き注意
平⾯ 上⽅向

下⽅向丸みがある

②脚(⼩)を下図の様に取り付けします。

2 φ550天板の脚部取り付け
①柔らかい布などの上にダンボールを敷き、φ550天板を下図の様に下向きに置いてください。

※脚先にフェルトシールを貼ってください。
②脚(中)と右図で組⽴てた連結脚を下図の様に取り付けします。

貫通⽳
1

2

(※1)連結前のテーブル配置確認図
・下図の様にテーブルを置き、連結してください。
・四⾓点線内の脚が正⾯から⾒て直線状に並ぶ様に設置してください。

正⾯ 脚位置厳守！

連結化粧フタ

1

2

(※2)連結前のテーブル配置確認図
・下図の様にテーブルを置き、連結してください。
・四⾓点線内の脚が正⾯から⾒て直線状に並ぶ様に設置してください。

正⾯ 脚位置厳守！

1

2

2
3

3②   の貫通⽳に   の連結脚ナット部を差し込みます。
③   の天板下⾯より、ワッシャー・脚(中)を取り付けします。

・組⽴の際は広い場所で必ず2⼈以上で

・⼯具は使⽤しません。

⾏ってください。

・脚はしっかりと締めてください。


